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Ⅴ アウトカム項目

事業所は横浜市営地下鉄「港南中央」駅から徒歩１０分の住宅地の中にあります。
玄関前の庭にある季節の花々や家庭菜園は手入れが良く行き届き、利用者や訪れる
家族の目を楽しませています。天気の良い日には大岡川沿いの散歩が気持ち良く、
近寄って来る鯉に餌を与えることもあります。
＜優れている点＞
事業所内では各フロアとも中央部が回廊になっています。そのため、利用者は体調
や筋力を考慮した上で、その回廊を１日に２周～１０周ほど歩行しています。特に
本年度はコロナ禍で外出が困難な状況にあるため、ＡＤＬ（日常生活動作）や歩行
能力の低下を防ぐためにも積極的に運動を取り入れるように支援をしています。コ
ロナ禍以前に来訪していた訪問マッサージ師より、筋トレメニューとして「ももあ
げ、膝のばし、バンザイ、立ち上がり、立位キープ」の提案があり、職員は利用者
とともに取り組んでいます。また、昨年度まで行っていた外食レクリエーションを
開催できない状況を考慮し、月２回各フロアごとにフリーメニューを取り入れた昼
食レクリエーションを行っています。
＜工夫点＞
コロナ禍の影響で事業所の祭りが中止になったため、代わりに職員のアイデアで
「収穫祭」を開催しています。農園からサツマイモの苗を取り寄せ、中庭に植えて
芋掘りをしたり、巨峰をひと粒ずつラップにくるみ、金網に吊して葡萄狩りを行う
など、利用者が楽しめるよう工夫をしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　グループホーム「いなかの青空」弐番館

 ユニット名 1階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

施設での利用者の日常を伝え、運営推
進会議での検討事項等について、その
経過を報告している。

本年度は８月と１０月に運営推進会議を開
催しています。利用者、家族、町内会長、
地域包括支援センターや港南区職員が参加
しています。１０月の会議では主にコロナ
禍での健康管理や食事の提供、職員の勤務
体制の変化についての報告や話し合いをし
ています。

認定更新時や書類の提出時にパンフ
レットを持参したり現況を伝えてい
る。

現在、区主催の研修などはコロナ禍で中止
しています。必要時には港南区の職員と電
話で連絡を取り報告や相談をしています。
また、現在は運営推進会議で事業所の実情
を伝えることで協力関係を図っています。

町内のお祭りやゴミ拾いに参加した
り、近隣の保育園と交流していたが、
今年はコロナ禍の為　参加できなかっ
た。

コロナ禍の影響により昨年度まで行ってい
た地域交流はできていない状況です。町内
会に加入し、運営推進会議の際に町内会長
と情報交換をしています。利用者は毎日散
歩をしていることもあり、近隣住民と顔馴
染みになっています。

今年はコロナ禍の為、研修に参加して
いない。

施設理念を各フロアに掲げて、フロア
会議で再確認しているが、実践できて
いるかは不明。

本年度は利用者に対してのみならず、職員
にも優しく接するという「一言報恩」とい
う目標を掲げています。これは職員が常に
確認できるように所内の中心部に掲示し、
月１回のフロア会議で共有しています。家
族にも活動報告書に掲載して送付していま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

ご家族には毎回運営推進会議出席のご
案内を送付して何でも言ってもらえる
ような雰囲気づくりに留意している。

昨年度家族アンケートを実施しています。
インフルエンザ発症時のタミフル服用、歯
ブラシ交換、訪問マッサージの施術希望、
外食レクリエーション時の金額、年間行事
表などについて、職員は家族の意見や要望
を確認し、サービスに活かしています。

対応が必要と思われる利用者がいる場
合は、随時職員に説明し利用者の支援
につなげている。

契約時に、理解納得してもらうよう内
容をかみ砕いて丁寧に説明している。

転倒防止やろう便防止の為、ご家族の
理解、同意書を得て身体拘束を行って
いる利用者が1名居る。利用者の離設も
あり安全性を考え玄関は暗唱ナンバー
施錠を行っている。

契約時に身体拘束等の適正化のための指針
を説明し、同意を得ています。職員は年２
回身体拘束に関する内部研修を一人ずつパ
ソコンで受講しています。また３ヶ月に１
回は身体拘束委員会を開催し、自己点検
シートでの確認を行っています。その結果
は、毎月のフロア会議で話し合っていま
す。

委員会を3ヶ月に1回実施。毎月のフロ
ア会議でも都度話し合い、注意喚起を
行っている。自己点検シートも行って
いる。

株式会社フィールズ



グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

連絡会があり情報交換を行っている。
職員の訪問研修はコロナ禍の為行って
いない。

傾聴し、不安にならないように声掛
け、ケアを実施している。また、アセ
スメントしつつ職員同士で情報共有を
している。

代表も頻繫に現場に来ており利用者に
話しかけたりしている。契約更新時や
面談時に職員同士の人間関係を把握し
たりするように努めている。

外部研修の情報を収集しなるべく多く
の職員が受講できるように呼びかけて
いる。

面談の実施や、その時その時で相談す
る時間を作ってくれている。

月１回のフロア会議で職員からの意見を聞
いています。例えば、職員からの「夜間
ベッドからの立ち上がり時に転倒が多い」
という報告を受け、ベッド下にセンサー
マットの設置や椅子を並べて手すりの代わ
りにする案を話し合い、運営に反映してい
ます。

株式会社フィールズ



グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族以外の方に連絡するのは難しく
面会等はできていない。

現在コロナ禍で面会を中止しています。利
用者の状況により友人との電話に直接出ら
れない場合は、職員が間に入り利用者の声
を聞いてもらえる様支援しています。葉書
のやり取りは家族に代筆の内容確認を行っ
てから、職員は住所などを書くようにして
います。

体操や外気浴、食事の後片付け等を一
緒に行い少しでも同じ時間を共有する
ように努めている。

面会時に日々の様子を伝えている。ま
た、何かあればその都度連絡して相談
している。

管理者やケアマネジャーを中心にご家
族と面談する時間を作っている。

初期の情報をもとにケアプランの作
成、それに沿ったケアを実施してい
る。また、生活していく中で理解する
ように努めている。

株式会社フィールズ



グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

フロア会議にて入居者の情報共有の実
施に努めている。

ご本人に合わせてのケアを実施してい
る。また、変化があればその都度情報
共有をしている。

移設の際は、ケアプランやアセスメン
トをお渡しし、電話でも情報提供を
行っている。

ご本人の気持ちを傾聴し思いを把握す
る。またそれを職員同士で情報発信、
共有を努めている。

利用者の思いや意向を散歩や入浴時などに
さりげなく把握するように努めています。
コロナ禍以前は一緒に食事を摂ることで聴
取していましたが現在は食事を見守る状況
です。聞き取りの把握が困難な利用者はＡ
ＤＬの変化や表情から読み取るように努め
ています。

個別に話を聞いたり、みんなで楽しく
過ごす時間や気の合う利用者同士で過
ごせる場所作りをするなどの支援を
行っている。

株式会社フィールズ



グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価
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自
己
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価
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部
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

月に2回、提携しているクリニックの往
診にて体調管理を行っている。それ以
外の外部受診はご家族に相談して受診
してもらっている。

協力医療機関の内科医は月２回、歯科医は
毎週往診しています。看護師は週２回来所
し、月２回は内科医の往診日に合わせて来
所して医師と連携しています。入居以前か
らの眼科や整形外科などのかかりつけ医に
継続受診をしている利用者もいます。

ケアプランに沿ってケアを実施してい
る。何か変化があれば臨機応変に対応
できるように努めている。

傾聴ボランティア等の地域交流をして
いるがコロナ禍の為中止となってい
る。

職員同士で情報発信、共有をしてい
る。ご家族には何か変化があればその
都度連絡している。

職員は利用者の日々の記録を入力したタブ
レット端末や連絡ノートから情報を共有し
ています。その後月１回担当者会議を開催
し、ケアプランを作成しています。ケアプ
ランは利用者と家族の意見を反映し、家族
には来訪時や郵送をして承諾を得ていま
す。

日々の様子を記録しているが、一日を
通して食事や排泄のみの記録が多い。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

緊急時のマニュアルはあるが、実際に
発生した時に実践できるかは不明であ
る。

マニュアルを作成し、年2回避難訓練を
行っている。地域の協力は運営推進会
議で呼びかけている。

消防署員の立会いを得て、水消火器訓練や
煙体験や避難訓練を実施しています。町内
会長ほか地域住民の参加も得ています。今
年はコロナ禍で机上訓練を実施していま
す。災害備蓄品は食糧や水を保管し、食料
の賞味期限は備蓄品リストで管理していま
す。

火災などの災害が起こった場合、
移動に支援が必要な利用者の迅
速・安全な避難行動に課題があり
ます。今年は机上訓練を余儀なく
されましたが今後、実践的な避難
訓練の実施が期待されます。

施設生活が可能な段階になったら、な
るべく早く退院できるようにアプロー
チしている。

施設で対応できる最大のケアについて
ご家族に説明し納得してもらってい
る。また、本人とご家族の意向を踏ま
え、クリニックと職員が連携をとり安
心してもらえるように努めている。

看取りを経験しています。入居時に本人及
び家族に終末期の対応について説明をし、
重度化した場合は医師の協力の下、本人・
家族の意思を確認しながら支援していま
す。職員は研修会やフロア会議などで心構
えや支援内容を学び、支援に取り組んでい
ます。

利用者の様子を都度報告、相談してい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

月2回、昼食レクリエーションを取り込
み、一緒に調理をしたり普段は食器拭
き等の手伝いをしてもらっている。

食事を一緒に準備しています。利用者は出
来る範囲で野菜の下ごしらえや調理を手
伝っています。月２回のフリーメニューで
は利用者が自分で食事の準備が出来るよう
支援したり、誕生日会やイベント食、２ヶ
月に１回の外食などを楽しめるよう支援し
ています。

ご本人のペースに合わせた生活、ケア
を実施しているが場合によっては職員
のペースになってしまう時がある。

起床時の整容、入浴時の服選びなど気
を付けて実施している。また、季節に
あった衣類を着用してもらうように努
めている。

ご本人の気持ちを傷つけないように声
掛け等の対応をしている。

利用者にはさりげなく呼び掛けるよう配慮
をしています。名字や下の名前に「さん」
付けで呼ぶことを基本としています。利用
者の尊厳を大切にし、職員には親しさと馴
れ馴れしさは違うことを伝えています。フ
ロア主任は職員に言葉遣いを具体的に指導
しています。

ご本人のやりたい事などはその都度傾
聴して対応している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排便コントロール表をもとにDr指示で
下剤の与薬を行っている。また、水分
摂取や階段昇降を行い便秘対策に取り
組んでいる。

週2回、入浴日を決めている為、ご本人
が希望するタイミングに合わせるのは
難しい。

週に２回午前中の入浴を基本に計画を立て
ていますが、予定にこだわらず弾力的に対
応しています。自立して入浴することが難
しい利用者が多く、同性を基本に介助して
います。入浴を嫌う時は日や時間を変えた
り、声かけの職員を代えるなど工夫をして
います。

毎食後に行っている。

その利用者に合わせた排泄介助を実施
している。

排泄状況は職員がタブレット端末に入力し
て、チェック表を作成し管理しています。
家族にも見せられ、外部受診の際はコピー
を医師に見せることが出来ます。自室で
ポータブルトイレを夜間のみ使用する入居
者が数名います。職員は排泄の前後で介助
しています。

1日の食事、水分量の記録。毎月の体重
測定の実施。利用者に合わせた食事形
態の提供を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

基本的にお金の所持はしていない。

簡単な手伝いや、外気浴、体操の活動
を実施している。また、ホワイトボー
ドに食事のメニューを書いてもらった
り役割等の場面作りに努めている。

日々、施設周辺の散歩やドライブレク
等を実施している。

日常の散歩を毎日実施しています。事業所
周辺や大岡川に架かる橋まで行き、橋の下
で泳ぐ大きな鯉に餌を与えたりしていま
す。昨年までは法人社長の運転で花見や紅
葉を楽しみ、山下公園やみなとみらい、氷
川丸などへドライブ観光も楽しむ事も出来
ていました。

利用者に合わせて日中も臥床時間を
作っている。

全ての薬の副作用等は理解しきれてな
いが、服薬表を活用して症状等の変化
の確認に努めている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

居室には自宅で使用していた家具を持
ち込まれている。

居室のクローゼットは作り付けで、エアコ
ン、ベッド、カーテン、大きな鏡付き洗面
台も完備しています。フローリングの床の
上に家具や仏壇、テレビなどを持ち込んで
家の自室のようにしています。絵や家族写
真を飾るなどして個々の暮らしを支援して
います。

無理強いせずにできること、やりたい
ことを行ってもらうよう努めている。

毎日の清掃の実施。居室やフロアの整
理整頓を心掛けている。

リビングや回廊式廊下は広くて明るく快適
です。利用者はリビングにいる時間が多
く、リハビリの先生が作った歩行練習など
の運動を回廊式廊下で取り組んでいます。
花壇では季節の花のほか野菜作りもしてい
ます。オクラやししとう、茄子などを作り
新鮮な野菜を楽しめるよう工夫していま
す。

ご本人のペースで過ごされるようにフ
ロアにソファーを置き、自由に使って
もらっている。

ご本人より希望があれば電話をしても
らっている。手紙もこちらから出して
ご家族との交流に努めている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　グループホーム「いなかの青空」弐番館

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

各フロアに事業所理念を掲げ、各々が
実践できるようカンファレンスで理念
の確認を行っている。

例年、地域の清掃活動やお祭り等に利
用者と積極的に参加しているが、今年
はコロナ禍の為、殆ど交流できていな
い。

地域の様々な研修に参加していたが、
今年はコロナ禍の為、参加していな
い。

　現在取り組んでいる内容について説
明し、検討事項等についても結果を報
告している。

認定調査時に現況や取り組みを伝えて
いる。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

利用者の安全を考えた上で、やむを得
ず玄関の施錠をしている。また、感染
症の問題からご家族の同意書をもらい
夜間のみミトンの装着をさせてもらっ
ている。

3ヶ月に1度、委員会を開いているの
と、毎月のフロア会議にて注意喚起を
行っている。

必要と思われる利用者についてはフロ
ア会議にて報告、周知しているが、制
度そのものについてはあまり理解でき
ていない。

契約時はケアに関する考えや取り組
み、対応可能な範囲について丁寧に説
明している。

運営推進会議開催の案内を送り、自由
に意見や質問ができるように雰囲気づ
くりに努めている。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

その都度話を聞いてくれる上、各フロ
ア主任が職員の意見を聞き、リーダー
会議で話し合いの場を設けている。

面談を行い職員の業務や悩みを聞いて
くれる。また、職員の資格取得に向け
た支援を行っている。

外部研修には、年に1回以上参加するよ
うにと周知されている。また、職員の
希望する研修に受講できるように計画
を立てている。

連絡会に参加して、情報交換を行って
いる。今年はコロナ禍の為、出席でき
なかったが近隣のグループホームに電
話したりして情報交換を行っている。

慣れない環境に寄り添い、不安や悩み
を傾聴し安心して過ごせるようにま
た、信頼関係が築けるように努めてい
る。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

面会時や電話にて不安な事などないか
話をして安心してもらうように努めて
いる。

利用者の状況を見ながらご家族と話し
合いどのようにしていけば良いか探り
ながら対応している。

本人のペース、要望に合わせご自宅で
過ごしているような空間作りに努めて
いる。

日頃の様子を面会時や電話で伝えてい
る。また、変わったことがあれば報告
相談をして共に支えていく関係作りに
努めている。

お話を聞き、思い出話をしてもらうこ
とはあるが実際に連絡を取るような支
援は行っていない。また、お連れする
こともしていない。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

孤立しないよう席替えをしたり、職員
が間に入って会話が成立するように努
めている。

移設時は、住む場所が変わったことに
よって不安になる状況を最小限にする
ためにアセスメントやケアプランをお
渡しし情報提供を行っている。

できるだけ本人の思い、暮らしの希望
に添えるよう　傾聴したりして過ごし
やすい環境にしていきたい。

本人から今までの暮らし方や昔の話を
聞き出したりしてアセスメントし、そ
の人にあったサービスができるように
努めている。

個々に持っている力が違うため、利用
者をよく観察し、不安定な日等の変化
に対応し、今できることを大切にして
支援するように努めている。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

日々の申し送りの際の情報共有を行
い、現状に適したケアができるように
努めている。

利用者の変化に早期に気付く為にも記
録は都度行っている。

その時の状況、ニーズに対応できるよ
うに努めているが具体的に何かを行っ
ているとは言い難い。

傾聴ボランティアの訪問を楽しみにさ
れている方がいる。

基本、提携しているクリニックの月2回
の往診を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

利用者の体調の変化に気づき、都度相
談、報告をして情報を共有している。

電話や面会にて、状態を把握し施設生
活ができる段階になったらなるべく早
く退院できるように連絡を取ってい
る。

施設でできることを丁寧に説明してい
る。また、家族、医師、職員が連絡を
取り合い安心して納得した最後が迎え
られるように取り組んでいる。

急変や事故発生時は慌ててしまうこと
が考えられるため、目の付く所にマ
ニュアルを用意している。

年2回、マニュアルを作成し利用者と共
に避難訓練を行っている。地域の方に
は運営推進会議にて伝えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

尊厳を基本に、注意をはらって対応し
ている。

傾聴を心掛け自己決定に繋げられるよ
うに努めている。

各々のペースを大切にして、利用者
ファーストの支援を心掛けている。

更衣の際は、本人に衣類を選んでもら
うように努めている。

食器拭き、もやしのひげ取りやおむす
びなど安全かつ一緒に出来ることを楽
しみながら行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分、食事の摂取量を記録して各々に
合った形態や量を提供している。

声掛けや見守り、介助にて口腔ケアを
実施している。

声掛け誘導、介助にてトイレに誘導し
ている。また、夜間のみポータブルト
イレを使用してもらったりして、オム
ツ対応の方はいない。

水分を沢山摂ってもらうように声掛け
したり、歩行練習もかねて施設内や施
設外周を歩いてもらい便秘対策を行っ
ている。

入浴日は決まっている為、その中で
各々のタイミングや希望の時間帯に入
浴できるように努めている。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

日中の活動を多くして生活リズムを整
えるようにしている。また、天気の良
い日には布団を干している。

投薬表を設置している。また、ケース
ファイルに最新の薬情報、処方箋をと
じて周知、理解に努めている。

出来ること、好きなことが各々違う
為、全員が一緒に楽しむことは難しい
が個別対応の際は、できるだけ個人を
大切に支援するように努めている。

今年はコロナ禍の為、外出は殆どでき
ていない。マスク着用で施設周辺の散
歩をしてもらい気分転換をしてもらっ
ている。

現金を持っている方はいない為、個人
のお金を使うことはなかった。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

残暑見舞いのハガキを出したり、電話
でコミュニケーションを取るように努
めている。

フロアは季節を感じられる飾り付けを
利用者と一緒に作成するように努めて
いる。

食席以外は基本自由ですが、ほとんど
の時間を食席で過ごされている。

家具は、ご家族が用意されたもので、
職員は日々清掃、空気の入れ替えなど
快適に過ごせるように努めている。

トイレは分かるように表示したり、物
の配置に注意して危険要因がないよう
に努めている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　グループホーム「いなかの青空」弐番館

 ユニット名 3階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

いつでも確認できるようにフロアに理
念を掲げている。

コロナ禍の為、地域との交流は出来て
いないが、施設の庭の花壇を通行人が
見ていたり、利用者と庭で過ごすこと
が地域の中で生活しているという実感
がある。

地域の様々な研修に関わるよう努めて
いる。

運営推進会議で取り上げられた検討事
項等について、その経過や結果を報告
している。

認定更新時に利用者の生活の様子等を
伝え連携を図るよう努めている。

株式会社フィールズ



グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束廃止委員会を設置し、毎月の
フロア会議で身体拘束をしないケアを
学び取り組んでいる。また、3ヶ月毎に
自己点検シートを行って注意喚起に努
めている。

毎月のフロア会議で高齢者虐待防止法
等を学び、虐待防止に努めている。

対応が必要と思われる利用者がいる場
合は、随時職員に説明し利用者の支援
に繋げている。

契約時には、施設のケアに関する考え
方や取り組み、退居や移設時の対応可
能な範囲について丁寧に説明してい
る。

ご家族には、運営推進会議開催の案内
を毎回送付して、何でも言ってもらえ
るような雰囲気作りに努めている。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

普段から話しやすい関係があり、意見
を聞いてくれる。

代表も現場に来てくれたり、職員の業
務や悩みを把握してくれている。ま
た、職員のストレスや疲労の要因につ
いて気を配り人間関係を把握したりす
るように努めている。

外部研修の情報を収集し、なるべく職
員の希望の研修に出席できるように対
応している。

連絡会に参加して情報の共有に努めて
いるが、今年はコロナ禍の為、参加で
きていない。近隣のグループホームに
電話して情報交換を行っている。

先ずは、直接本人に困っていること、
やりたいこと、心配事等を聞くように
している。利用者との信頼関係はとて
も大事だと理解しながら関係づくりに
努めている。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族、ケアマネジャー、管理者、看
護師、本人と情報の共有や関係づくり
ができている。

必要としている支援はケアマネジャー
やスタッフ、管理者、看護師でどんな
支援が良いのか見極め本人とも相談し
ている。

日常生活の中での家事的な場面に参加
し、職員と共に活動していただくよう
にしている。

ご家族と職員の双方が強力し合うこと
で本人が安心した生活が送れることを
説明し様々なことで協力をいただいて
いる。

ご家族やご友人との交流が継続してい
くように場所の提供を含めて支援して
いる。
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グループホーム「いなかの青空」弐番館

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

利用者が口論になりそうな時は介入し
たり、席を変えたり工夫に努めてい
る。

移設時はアセスメントやケアプランを
お渡しし、担当者に電話で情報提供を
行い　利用者の不安な状態を少しでも
緩和できるように努めている。

会話を通じて本人の意思を把握し、状
況確認を行い本人にとっての最善策を
検討する。

入居前に本人やご家族から情報収集を
行っている。

職員同士の申し送りによる情報の共有
によって利用者一人ひとりの最新の状
態を把握できるように努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

定期的なカンファレンス等で情報を交
換することで最新の現状を把握し、必
要に応じてご家族や医療へ相談して介
護計画に反映できるように努めてい
る。

日々の個人記録への記載事項を共有
し、ケアの実践や介護計画の見直しに
反映させている。

本人やご家族の変化に応じて行政の
サービスや利用可能な民間のサービス
の紹介を行い支援している。

町内会の清掃活動やお祭り、地域ケア
プラザのお茶会等に参加しているが、
今年はコロナ禍の為参加できていな
い。

提携医の他、以前からのかかりつけ医
を可能な限り継続している。ご家族と
協力して通院介助を行っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

看護師との連携をとるために、こまめ
な情報提供や情報共有に努めている。

病院の相談員と話す機会を持ち、施設
で対応可能な状態になったら、なるべ
く早く退院できるように連絡を取って
いる。

施設が対応できる最大のケアについて
丁寧に説明している。また、医師、ご
家族、職員が連携をとり安心して納得
した最後が迎えられるように取り組ん
でいる。

利用者の急変や応急処置について全員
が周知出来るように定期的に話し合っ
ている。

マニュアルを作成し、年2回利用者と共
に避難訓練を行っている。１回は消防
署の方や地域の方にも参加してもらっ
ているが、今年はコロナ禍の為、でき
ていない。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

共同生活の場であって、団体行動では
ないことを念頭に置いて、個人を尊重
した声掛けを行いプライバシーに配慮
した支援を心掛けている。

職員は利用者の話を傾聴し、本人が自
己決定できるように働きかけている。

業務優先にしない、利用者様のペース
で　を徹底し、行動するように努め希
望に沿う支援を行っている。

一緒に服を選んだりしているが、服が
少なく同じようになってしまう方もい
る。

個々の能力に合わせた手伝いをしても
らっている。外食なども楽しんでも
らっている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

3度の食事、就寝前等の水分補給と食事
摂取量に応じて完食などで補えるよう
に支援している。

毎食後に個々のレベルにあった口腔ケ
アの支援を行っている。また、歯科往
診を利用している。

オムツの使用を減らし、排泄パターン
習慣を活かして自立に向けた支援を
行っている。

排便コントロールや薬の変更など、運
動を取り入れたり乳製品などを摂って
もらって予防に取り組んでいる。

一人ひとりの入浴のタイミングに合わ
せて入浴してもらっている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

昼間の習慣や身体状況に応じて安心し
て休息ができるように支援している。

受診後の薬の情報を職員が共有し理解
に努めている。

利用者が「楽しい」と感じられること
を提供するように努めている。

ご家族にも協力してもらい外出や外食
の支援を行っている。

現在所持している方は居ないが、希望
があれば所持してもらい自分で支払い
をしてもらうように支援します。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

家族への電話はこまめに行っている。
手紙のやり取りはもっとできるように
したい。

季節を感じられるような飾り付けや写
真を掲示して楽しんでもらっている。

過ごしやすいように相性の良い利用者
同士で席を近くにしたり、職員が介入
したりして工夫している。

特別な工夫はしていないが、自宅から
持ってきた家具を置く方も居れば新し
く購入する方もいる。

動線に工夫をして安全に過ごせるよう
に支援している。
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順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

2回の避難訓練のうち1回はコロナ禍の為、机上
訓練となってしまった。

職員全員が避難訓練に参加する。 訓練日を1日のみとせずフロア毎で工夫して全
員参加となるように計画していく。

12ヶ月

2 12

急変や事故発生時に慌ててしまい対応が遅く
なっている。

全職員が落ち着いて初期対応ができるようにな
る。

法定研修を行い毎月のフロア会議で周知し、常
に意識するよう呼びかける。

6ヶ月

3 9

利用者の思いや意向の把握。 1日に1度でも利用者の笑顔が見られるようにケ
アする。

傾聴や一緒に行動しコミュニケーションを取り
ながら楽しみを持ってもらうよう努める。

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2020年度
目標達成計画

事業所名グループホーム「いなかの青空」弐番館
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